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§１．研究成果の概要 

脳は神経細胞どうしの情報伝達により機能を発揮する。しかし、この情報伝達を行動中の動物の

脳において計測することはこれまで難しかった。本研究は、光遺伝学と神経活動計測とを組み合

わせることで、神経細胞間および脳領域間の情報伝達をラット脳において大規模に計測する手法

を開発することを目的としている。2019 年度までに、海馬の持つさまざまな空間情報は、海馬台を

介して、4 箇所の下流領域へと領域選択的・非選択的に分配されるという実験結果を得た。これ

は、海馬から下流領域への空間情報の送出を捉えた初めての結果であるとともに、海馬台がこの

情報送出を制御する司令塔として働くという新たな知見を与えるものである。そこで、2020 年度は、

本さきがけ研究の主要なプロジェクトとして進めてきたこの研究内容について、結果を取りまとめて

論文発表をおこなった (Kitanishi (共責任著者) et al., Science Advances, 2021)。また、関連して、

海馬体から下流の視床下部へのシナプス結合を解剖学的に解析した論文が受理された (Umaba, 

Kitanishi (共筆頭著者・共責任著者), et al., Neurosci Res, in press)。 
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